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保
育
所
条
例
・
幼
稚
園
条
例
の

 

一
部
改
正　

23
議
案
を
可
決

な
ど

第４回定例会

　

平
成
26
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
５
日
に
開
会
し
、

「
門
真
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
、

市
長
提
出
議
案
22
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
に
つ
い
て
慎
重

に
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
並
び
に

承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
閉
会
中
の
継
続
審
査

に
付
さ
れ
て
い
た
決
算
関
係
議
案
３
件
に
つ
い
て
も
、
認
定

並
び
に
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
12
月
16
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
の
開
始
に
伴
い
、

門
真
市
立
保
育
所
・
幼
稚
園
の
保
育

料
等
を
利
用
者
負
担
と
し
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
に
基
づ
く
政
令
で
定

め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で

定
め
る
額
に
す
る
と
と
も
に
、
所
要

の
改
正
を
行
う
た
め
、
門
真
市
立
保

育
所
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
及

び
門
真
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
の
２
議
案
が
提
案
さ
れ
、

文
教
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
保
育
所
と
幼
稚
園
の
利
用
者
負

担
額
の
設
定
に
対
す
る
考
え
方
を
た
だ

し
た
と
こ
ろ
、
同
負
担
額
の
設
定
は
、

安
定
的
か
つ
持
続
的
な
子
育
て
支
援
施

策
を
実
施
す
る
た
め
、
財
政
状
況
等
を

考
慮
す
る
と
と
も
に
、
国
の
考
え
方
も

踏
ま
え
、
公
私
立
の
別
や
、
認
定
こ
ど

も
園
や
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
規
模
保

育
等
の
施
設
・
事
業
の
種
別
に
か
か
わ

ら
ず
、
同
一
の
料
金
表
を
適
用
す
る
。

　

具
体
の
金
額
の
設
定
は
、
現
行
の
保

育
所
の
保
育
料
に
当
た
る
２
号
・
３
号

認
定
の
同
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
国
の

方
向
性
を
も
と
に
、
階
層
区
分
の
算
定

基
礎
を
、
こ
れ
ま
で
の
所
得
税
額
か
ら
、

市
町
村
民
税
の
所
得
割
額
に
変
更
し
、

お
お
む
ね
現
行
の
保
育
所
保
育
料
（
国

基
準
の
約
60
％
）
と
同
額
と
な
る
よ
う

設
定
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
行
の
幼
稚
園
の
保
育
料
等

に
当
た
る
１
号
認
定
の
同
負
担
額
に
つ

い
て
は
、
国
の
考
え
方
に
準
じ
、
お
お

む
ね
市
内
の
私
立
幼
稚
園
の
保
育
料
に

入
園
料
を
加
え
た
額
の
平
均
か
ら
、
就

園
奨
励
費
補
助
金
を
減
じ
た
額
を
基
本

に
設
定
し
、
施
設
の
利
用
可
能
時
間
が

長
い
２
号
・
３
号
認
定
の
同
負
担
額
を

超
え
な
い
よ
う
調
整
し
た
上
で
、
設
定

す
る
考
え
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
２
号
・
３
号
認
定
の
同
負
担

額
に
つ
い
て
は
、
国
の
考
え
方
を
踏
ま

え
、
26
年
度
の
保
育
所
在
園
児
童
を
対

象
に
、
卒
園
ま
で
の
間
、
現
在
の
保
育

料
と
、
新
た
に
設
定
す
る
２
号
・
３
号

認
定
の
同
負
担
額
を
比
較
し
て
低
い
ほ

う
の
額
を
適
用
し
、
市
立
幼
稚
園
の
同

負
担
額
に
つ
い
て
は
、
27
年
度
に
入
園

す
る
児
童
ま
で
を
対
象
に
、
卒
園
ま
で

の
間
、
現
行
制
度
に
よ
る
保
育
料
等
と
、

新
た
に
設
定
す
る
１
号
認
定
の
同
負
担

額
を
比
較
し
て
低
い
ほ
う
の
額
を
適
用

す
る
経
過
措
置
を
そ
れ
ぞ
れ
設
け
る
こ

と
で
、
利
用
者
負
担
の
激
変
緩
和
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
利
用
者
負
担
額
の
市
民
へ
の

周
知
方
法
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
新
制

度
施
行
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
変
更
内
容

等
は
、
引
き
続
き
、
窓
口
や
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
行
う
と
と
も

に
、
27
年
１
月
下
旬
以
降
、
市
内
各
所

で
市
民
説
明
会
を
開
催
し
、
円
滑
な
制

度
導
入
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

次
に
、
利
用
者
負
担
と
上
乗
せ
徴
収

や
実
費
徴
収
と
の
関
係
を
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、
利
用
者
負
担
は
、
国
が
定
め
る

公
定
価
格
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
、

公
定
価
格
に
含
ま
れ
る
人
件
費
や
生
活

発
表
会
等
の
標
準
的
な
事
業
費
、
管
理

費
等
の
費
用
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
保

保
育
所
な
ど
利
用
者
負
担
額

 

現
行
水
準
に
設
定

上
乗
せ
徴
収
・
実
費
徴
収

 

の
考
え
方

護
者
に
負
担
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
新
制
度
に
お
け
る
上
乗
せ
徴

収
は
、
教
育
・
保
育
の
質
の
向
上
を
図

る
上
で
、
公
定
価
格
以
上
の
取
り
組
み

で
あ
る
教
員
配
置
の
充
実
や
平
均
的
な

水
準
を
超
え
た
施
設
整
備
な
ど
、
特
に

必
要
と
認
め
ら
れ
る
対
価
に
つ
い
て
、

保
護
者
に
負
担
を
求
め
る
も
の
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
費
徴
収

は
、
教
育
・
保
育
施
設
の
利
用
に
お
い

て
通
常
必
要
と
さ
れ
る
経
費
の
う
ち
、

保
護
者
が
負
担
す
る
こ
と
が
適
当
と
認

め
ら
れ
る
文
房
具
代
や
制
服
代
、
遠
足

や
行
事
の
参
加
代
、
給
食
や
食
材
に
係

る
費
用
及
び
通
園
バ
ス
代
な
ど
を
想
定

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
保
育
所
保
育
料
の
納
付

状
況
、
公
立
幼
稚
園
の
保
育
料
を
変
更

す
る
際
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
２
議
案
は
、
本
会
議
に
お
い

て
反
対
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛

成
多
数

で
可
決

し
ま
し

た
。

本会議の様子
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26
年
度
補
正
予
算

　

平
成
26
年
度
門
真
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
は
、
関
係
各
常
任
委

員
会
に
分
割
付
託
し
、
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。

社
会
保
障
・
税
番
号

 

制
度
の
動
向

　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費

補
助
金
減
額
分
４
５
９
９
万
５
０
０
０

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
減

額
理
由
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
国
の
通

知
に
基
づ
き
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ

ム
及
び
宛
名
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
10
分

の
10
の
補
助
率
で
補
助
金
交
付
が
行
わ

れ
る
見
込
み
で
あ
っ
た
が
、
補
助
を
見

込
ん
で
い
た
対
象
経
費
の
一
部
が
対
象

外
と
な
っ
た
こ
と
や
、
国
の
独
自
積
算

に
よ
る
人
口
規
模
に
応
じ
た
想
定
事
業

費
を
上
限
と
し
て
補
助
金
が
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
減
額
を

行
う
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
補
助
金
の
不
足
部
分

に
つ
い
て
、
国
庫
補
助
金
以
外
の
財
政

措
置
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
と

こ
ろ
地
方
税
シ
ス
テ
ム
改
修
費
の
一
部

に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付
税
及
び
特
別

交
付
税
措
置
が
さ
れ
る
ほ
か
は
予
定
さ

れ
て
お
ら
ず
、
市
の
一
般
財
源
か
ら
支

出
を
行
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
財
政
措

置
を
講
じ
る
よ
う
市
長
会
を
通
じ
て
国

に
要
望
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
特
定
個
人
情
報
の
漏
え
い
等

を
発
生
リ
ス
ク
の
分
析
に
よ
り
、
軽
減

さ
せ
る
措
置
で
あ
る
特
定
個
人
情
報
保

護
評
価
の
進
捗
状
況
を
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、
住
民
基
本
台
帳
事
務
や
地
方
税
事

務
の
一
部
な
ど
に
つ
い
て
は
今
年
度
中

に
実
施
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表

を
行
う
予
定
で
あ
り
、
そ
の
他
の
事
務

に
つ
い
て
も
27
年
度
早
期
に
実
施
・
公

表
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に

お
け
る
国
の
動
向
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

国
民
の
疑
問
等
に
答
え
る
た
め
、
26
年

10
月
１
日
に
国
が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
現
在
20
名
体
制
だ
が
、
27
年

度
は
10
月
に
個
人
番
号
が
通
知
さ
れ
る

な
ど
制
度
の
本
格
化
に
伴
い
、
問
い
合

わ
せ
件
数
の
激
増
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

２
５
０
名
に
増
員
す
る
予
定
と
聞
き
及

ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
同
制
度
の
利
用
方
向
と
し
て
、

戸
籍
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
事
務
へ
の
利

用
拡
大
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
健
康
保

険
証
等
に
一
元
化
す
る
こ
と
な
ど
が
国

で
開
催
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
分
科
会
で
検

討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

環
境
整
備
で
利
用
量
増
加

　

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
の
増
加
等
に

伴
い
、
障
が
い
者
等
支
援
給
付
費
介
護

給
付
・
訓
練
等
給
付
追
加
分
１
億
５
８

４
９
万
１
０
０
０
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
け
る
同
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
所
数
と
利
用
児
数
の
推
移

を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
事
業
所
数
に
つ

い
て
は
25
年
度
４
カ
所
、
26
年
度
は
27

年
１
月
新
規
開
設
予
定
の
事
業
所
１
カ

所
を
含
め
８
カ
所
で
あ
り
、
利
用
児
数

に
つ
い
て
は
月
平
均
で
25
年
度
75
人
、

26
年
度
は
10
月
末
時
点
で
87
人
で
あ
る
。

　

な
お
、
利
用
量
が
増
加
し
た
理
由
は
、

就
学
中
の
学
校
か
ら
同
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
事
業

所
の
増
加
に
伴
い
、
利
用
し
や
す
い
環

境
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
等
が
要
因
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

英
語
教
育
活
動
業
務
委
託

 

の
契
約
に
つ
い
て

　

文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
英
語
教
育

活
動
業
務
委
託
の
経
費
と
し
て
、
契
約

準
備
期
間
を
含
む
26
年
度
か
ら
27
年
度

ま
で
の
債
務
負
担
行
為
限
度
額
１
２
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

Ａ
Ｅ
Ｔ
（
外
国
人
英
語
指
導
助
手
）
の

業
者
選
定
を
毎
年
実
施
し
、
単
年
契
約

と
し
て
い
る
理
由
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

業
者
を
一
定
期
間
固
定
す
る
こ
と
に
よ

る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る
と
と
も

に
、
よ
り
質
の
高
い
英
語
教
育
を
提
供

す
る
た
め
、
１
年
ご
と
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
に
よ
る
業
者
選
定
を
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
案
は
、
本
会
議
に
お
い
て
反
対
の

討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

門
真
市
廃
棄
物
の
減
量
推
進
及
び
適

正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
27
年
４
月
か
ら
一
般
廃

棄
物
の
処
分
に
関
す
る
手
数
料
を
改
め

る
と
と
も
に
、
所
要
の
規
定
整
備
を
行

う
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
本
改
正
に

よ
り
一
般
廃
棄
物
の
処
分
手
数
料
が
10

㎏
に
つ
き
85
円
か
ら
90
円
に
な
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
経
緯
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

ご
み
の
減
量
化
や
受
益
者
負
担
の
適
正

化
等
を
目
的
に
現
在
の
本
市
の
ご
み
処

理
コ
ス
ト
や
近
隣
市
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
実
施
す
る
も
の
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
市
民
等
か
ら
の
意
見

聴
取
の
状
況
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
今

回
の
手
数
料
の
改
正
は
、
一
般
廃
棄
物

の
減
量
及
び
適
正
処
理
等
に
関
す
る
事

項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
識
経
験
者
、

関
係
市
民
団
体
及
び
関
係
事
業
者
団
体

等
か
ら
成
る
門
真
市
廃
棄
物
減
量
等
推

進
審
議
会
に
諮
問
し
、
26
年
10
月
15
日

と
11
月
５
日
に
同
審
議
会
で
慎
重
な
審

議
が
行
わ
れ
た
結
果
、
廃
棄
物
の
減
量

に
資
す
る
等
の
観
点
か
ら
、
手
数
料
の

改
正
は
妥
当
と
の
答
申
を
得
た
も
の
で

あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

本
案
は
、

本
会
議
に
お

い
て
賛
成
の

討
論
が
あ
り
、

全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま

し
た
。

　

門
真
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー

内
に
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
機
器
及

び
介
護
用
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
廃
止
す

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
ま
ず
障
害

者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目

的
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
地
域
に
お
け

る
相
談
支
援
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う

機
関
と
し
て
、
市
内
の
相
談
支
援
事
業

者
等
に
対
す
る
専
門
的
な
指
導
・
助
言
、

情
報
収
集
・
提
供
、
人
材
育
成
の
支
援

等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
談
支

援
機
能
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
規

定
に
基
づ
き
、
26
年
度
中
に
設
置
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
身

体
・
知
的
・
精
神
及
び
難
病
等
の
障
が

い
者
に
対
応
し
た
相
談
支
援
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
と
な
る
ほ
か
、
相
談
支
援

事
業
所
等
が
対
応
困
難
な
事
例
へ
の
後

方
支
援
や
、
障
が
い
者
等
に
対
し
て
成

年
後
見
人
制
度
の
利
用
支
援
を
行
う
権

利
擁
護
機
能
、
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
機

能
等
も
あ
わ

せ
持
つ
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

本
案
は
、

本
会
議
に
お

い
て
、
全
員

異
議
な
く
可

決
し
ま
し
た
。

　

門
真
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
は
、
健
康
保
険
法
施
行

令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
27
年
１
月
か
ら
、

出
産
一
時
金
を
39
万
円
か
ら
40
万
４
０

０
０
円
に
引
き
上
げ
る
た
め
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
同
一
時
金

引
き
上
げ
の
具
体
的
な
理
由
を
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、
先
般
、
国
の
諮
問
機
関
で

あ
る
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

で
、
産
科
医
療
補
償
制
度
の
掛
金
の
額

を
３
万
円
か
ら
１
万
６
０
０
０
円
に
見

直
す
こ
と
や
、
24
年
度
の
全
国
平
均
の

出
産
費
用
が
約
41
万
７
０
０
０
円
で
あ

る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
総
額
を
42
万
円

に
維
持
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。
こ

れ
に
基
づ
き
、
26
年
11
月
に
健
康
保
険

法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
一
時

金
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
、
同
制
度
の

掛
金
と
合
わ
せ
た
支
給
額
は
、
現
行
ど

お
り
42
万
円
に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
案
は
、
本
会
議
に
お
い
て
、
全
員

異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

当
選
人

　

門
真
市
古
川
町
７
番
３
号

　
　

大お
お　

西に
し　

正ま
さ　

隆た
か

議
会
だ
よ
り
の
訂
正
と
お
詫
び

　

議
会
だ
よ
り
Ｎ
ｏ
．１
７
７
（
平

成
26
年
11
月
１
日
号
）
２
ペ
ー
ジ

４
段
目
の
「
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
拡
充
」
の
記
事
中
「
門

真
プ
ラ
ザ
の
空
き
室
を
取
得
の
上
、

移
転
し
、
拡
充
を
図
る
」
を
「
門

真
プ
ラ
ザ
の
空
き
室
を
取
得
の
上
、

拡
充
を
図
る
」
に
訂
正
し
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

持
ち
込
み
ご
み
処
分
手
数
料

 

10
㎏
85
円
か
ら
90
円
に
増
額

障
害
者
基
幹
相
談
支
援

 

セ
ン
タ
ー
を
設
置

出
産
育
児
一
時
金

 

40
万
４
０
０
０
円
に
引
き
上
げ

淀
川
左
岸
水
防
事
務
組
合

 

議
会
議
員
を
選
挙

ごみを処理するクリーンセンター

保健福祉センター
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契
約
案
件

 

２
件
を
可
決

清
掃
施
設
運
転
維
持
管
理
事
業

更
新
工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法　

 

総
合
評
価
一
般
競
争 

入
札

契
約
金
額　

５
億
６
４
０
１
万

　
　
　
　
　
　

４
８
８
０
円

工　
　
　

期　

議
決
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
32
年
３
月
31
日

　

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
本
工
事
の

内
容
と
環
境
に
配
慮
し
た
省
エ
ネ
対
策

の
有
無
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
焼
却
施

設
と
粗
大
ご
み
処
理
施
設
の
延
命
化
を

目
的
に
、
通
常
の
定
期
整
備
等
で
は
実

施
し
な
い
主
要
設
備
や
性
能
維
持
上
必

要
な
機
器
更
新
を
行
う
も
の
で
、
省
エ

ネ
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
工
事
は
竣
工

時
の
機
能
回
復
が
目
的
で
あ
る
が
、
技

術
の
進
歩
等
に
よ
り
、
結
果
的
に
省
エ

ネ
に
資
す
る
工
事
と
な
る
こ
と
が
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
の
検
査
体
制
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
運
転
維
持
管
理
事
業

更
新
工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法　

 

総
合
評
価
一
般
競
争 

入
札

契
約
金
額　

２
億
２
０
２
８
万

　
　
　
　
　
　

４
３
６
０
円

工　
　
　

期　

議
決
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
32
年
３
月
31
日

　

こ
れ
ら
２
議
案
は
、
民
生
常
任
委
員

会
で
審
査
の
上
、
本
会
議
に
お
い
て
反

対
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会

 

管
外
行
政
視
察

民
生
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

　

本
委
員
会
は
、
26
年
11
月
11
〜
12
日

に
愛
知
県
豊
橋
市
に
お
け
る
廃
棄
物
の

処
理
及
び
再
利
用
に
関
す
る
条
例
（
資

源
物
の
持
ち
去
り
の
禁
止
）
、
静
岡
県

静
岡
市
に
お
け
る
圏
域
ご
と
の
地
域
課

題
に
基
づ
く
高
齢
者
支
援
と
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
26
年
11
月
10
〜
11
日

に
佐
賀
県
鳥
栖
市
に
お
け
る
日
本
語
授

業
、
広
島
県
呉
市
に
お
け
る
小
中
一
貫

教
育
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

福
田
議
員
に
対
す
る

 

問
責
決
議
を
可
決

　

日
本
共
産
党
門
真
市
委
員
会
が
26
年

４
月
に
発
行
し
た
機
関
紙
「
門
真
民
報
」

で
自
治
会
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
の
記
事

を
掲
載
し
た
が
、
そ
の
記
事
は
市
民
に

誤
っ
た
認
識
を
与
え
か
ね
な
い
も
の
で

あ
る
と
し
て
、
12
月
16
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
日
本
共
産
党
門
真
市
議
会
議

員
団
幹
事
長
の
福
田
英
彦
議
員
に
対
す

る
問
責
決
議
（
左
記
の
と
お
り
）
が
４

名
の
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
案
は
、
本
人
か
ら
の
弁
明
の
後
、

反
対
・
賛
成
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

職
員
と
議
員
の

 

給
与
等
を
改
定

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
人
事

院
勧
告
等
を
踏
ま
え
、
一
般
職
の
職
員

に
支
給
す
る
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
０
・

１
５
月
分
の
増
額
を
行
う
と
と
も
に
、

26
年
４
月
か
ら
若
年
層
に
重
点
を
置
き

給
料
表
の
平
均
０
・
３
％
の
引
き
上
げ

や
通
勤
手
当
の
増
額
を
行
い
、
ま
た
議

員
並
び
に
特
別
職
の
期
末
手
当
に
つ
い

て
も
０
・
１
５
月
分
の
増
額
を
行
う
も

の
で
、
こ
れ
に
伴
う
補
正
予
算
５
件
も

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
６
議
案
は
、
本
会
議
に
お
い

て
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

日本共産党門真市議会議員団幹事長の福田英彦議員に対する問責決議
　日本共産党門真市委員会は平成26（2014）年４月27日付で発行した機
関紙「門真民報」において、「自治会活動サポート～自治会ハンドブック作
成される」と題した記事を掲載した。
　この記事中、「地域によっては、自治会長が毎年変わることになっていた
り、２年ごとであったりとバラバラですが、誰がなっても困らないように
できないのか等、相談を受け議会で取り上げたことが実ったものです。」と
いう内容に対して、戸田久和議員が、日本共産党門真市議会議員団に公開
質問状を提出し、同ハンドブック作成は、同議員団の活動の成果ではない
と主張し、平成26年第３回定例会の一般質問においてただしたところ、戸
田久和議員以外に同ハンドブック作成の契機となる議会質問をした議員は
いない旨の答弁がなされたところである。
　同議員団幹事長の福田英彦議員は、自身のブログにおいて同質問状への
回答に触れ、「門真民報」へ当該記事を紹介した旨を掲載したが、その記事
は同ハンドブック作成について、同議員団の議会活動の成果であるように
市民に対し誤った認識を与えかねないものである。
　このことから、福田英彦議員に対し誠実な対応を求めたところ、11月23
日付「門真民報」においてこれまでの経過及び見解を述べているが、この
記事についても詭弁を重ねているだけで、極めて不誠実であると言わざる
を得ない。
　このことは、議会の信用を著しく失墜させるものであり、市民の負託に
応え市民全体の代表という立場である議員としてあるまじき行為である。
　よって本市議会は、その責任を厳しく問うべく、日本共産党門真市議会
議員団幹事長の福田英彦議員に対し、道義的責任を認識し、事態の重大さ
を真摯に省みて、反省の意を示すとともに、今後二度と同様の過ちを繰り
返すことのないよう強く求めるものである。
　以上、決議する。

◆◆用語解説◆◆

○社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）
　 　個人や法人に１つの番号を付して、社会保障、税、
災害対策の分野で効率的に情報を管理し、複数の機
関に存在する情報が同一の情報であることを確認す
るために活用されるものです。27年10月から番号
の通知が行われ、28年１月から制度の運用が開始さ
れます。
○産科医療補償制度
　 　分娩に関連して発症した重度脳性まひの子どもと
家族に対する補償及び原因分析・再発防止の機能を
持つ制度です。
○委員会管外行政視察
　 　本市のさまざまな行政課題を解決する上で参考と
するため、他都市を調査しています。

鳥栖市での視察の様子豊橋市での視察の様子

呉市での視察の様子静岡市での視察の様子
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一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問
　12月16日の本会議において、12名の議員が市政に対す
る質問を行いました。
　主な質問と答弁の要旨を掲載しています。（通告順）

　質問・答弁の詳細な内容については、市議会ホームページ（http://www.
city.kadoma.osaka.jp/shigikai/）内の会議録検索及び各議員のホームページ
をごらんください。
※　第４回定例会（26年12月）の会議録は３月初旬に掲載する予定です。

　市議会ホームページでは、本会議
録画中継を閲覧できます。

門真市議会 インターネット中継 検索

府
営
門
真
団
地
周
辺
の 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

同
団
地
は
、
府
に
お
い
て
全
て
建

て
か
え
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
と
な
り
、
第
１
期
工
事
が
進
ん

で
い
る
。
第
２
期
工
事
期
間
で
は
、
守

口
市
門
真
市
消
防
組
合
の
薭
島
出
張
所

と
千
石
西
出
張
所
を
統
合
す
る
新
た
な

出
張
所
や
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
一
体

的
施
設
と
な
る
市
立
認
定
こ
ど
も
園
を

建
設
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
時
期

と
幼
稚
園
等
の
跡
地
活
用
は
。

答　

こ
れ
ら
の
新
た
な
公
共
施
設
の
建

設
計
画
と
し
て
は
、
27
年
度
に
府
か
ら

土
地
を
購
入
し
敷
地
を
確
定
さ
せ
、
28

年
度
か
ら
基
本
・
実
施
設
計
や
建
設
工

事
を
開
始
し
、
遅
く
と
も
30
年
度
当
初

に
は
開
所
の
方
向
で
、
関
係
部
局
等
と

調
整
中
で
あ
る
。
南
幼
稚
園
跡
地
は
、

一
部
を
北
島
地
区
に
通
じ
る
道
路
と
公

園
等
へ
の
活
用
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

お
り
、
南
保
育
園
跡
地
は
当
分
の
間
、

駐
車
場
等
で
の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
。

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
南
伸
に
つ
い
て

問　

本
市
の
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る
同

モ
ノ
レ
ー
ル
南
伸
の
進
捗
状
況
は
。

答　

府
に
お
い
て
27
年
１
月
に
戦
略
本

部
会
議
で
事
業
の
方
向
性
を
確
定
す
る

予
定
で
あ
る
。
26
年
11
月
に
は
府
と
本

市
を
含
む
沿
線
自
治
体
で
、
ま
ち
づ
く

り
の
検
討
、
連
携
を
目
的
と
し
た
大
阪

モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
部
沿
線
活
性
化
検
討

連
絡
会
を
発
足
し
た
。

脇
田
小
学
校
な
ど
の 

大
規
模
改
造
は
ど
う
す
る
の
か

問　

第
５
次
総
合
計
画
で
開
発
会
社
主

導
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
基
づ
く

住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
な
ど
は
31

年
度
30
億
１
４
８
１
万
９
０
０
０
円
で
、

一
方
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
整

備
す
る
事
業
費
は
31
年
度
６
６
７
０
万

７
０
０
０
円
で
あ
る
。
調
査
し
た
脇
田

小
学
校
で
は
教
室
の
天
井
の
雨
漏
り
、

衛
生
上
問
題
が
あ
る
手
洗
い
場
、
体
育

館
や
プ
ー
ル
に
も
傷
み
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
一
度
も
大
規
模
改
造
工
事
を

し
て
い
な
い
小
・
中
学
校
は
ど
こ
か
。

ま
た
、
一
刻
も
早
い
大
規
模
改
造
と
、

補
修
可
能
な
箇
所
は
随
時
対
応
を
求
め

る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　

一
度
も
大
規
模
改
造
を
実
施
し
て

い
な
い
小
・
中
学
校
は
、
は
す
は
な
中

学
校
を
除
き
二
島
・
上
野
口
・
脇
田
・

東
小
学
校
と
第
七
中
学
校
の
５
校
で
あ

る
。
大
規
模
改
造
は
施
設
の
老
朽
化
等

を
調
査
し
、
改
修
す
る
箇
所
や
実
施
時

期
等
を
検
討
す
る
。
修
繕
は
緊
急
性
等

を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
処
す
る
。

砂
子
水
路
の
桜
並
木
に
つ
い
て

問　

老
木
・
枯
れ
木
に
な
っ
た
桜
の
植

え
か
え
は
。

答　

植
え
か
え
の
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
苗
木
、
株
分
け
な

ど
の
手
配
を
桜
保
存
会
と
協
議
検
討
す

る
。

亀井　　淳
（日本共産党）

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
障
が 

い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
拡
充
を

問　

現
状
で
は
同
ホ
ー
ム
が
大
幅
に
不

足
し
て
い
る
も
の
と
容
易
に
推
測
で
き

る
が
、
障
が
い
者
の
現
状
、
及
び
同
ホ

ー
ム
の
整
備
状
況
と
今
後
の
整
備
計
画

は
。

答　

本
市
の
障
が
い
の
あ
る
方
の
人
数

は
26
年
11
月
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
が

６
８
９
１
人
、
18
歳
未
満
が
３
８
０
人

で
あ
る
。
本
市
内
の
同
ホ
ー
ム
数
は
12

カ
所
で
、
市
民
利
用
者
数
は
31
人
で
あ

る
。
一
方
、
市
外
に
あ
る
同
ホ
ー
ム
の

市
民
利
用
者
数
は
74
人
で
、
今
後
の
同

ホ
ー
ム
の
整
備
拡
充
は
重
要
と
認
識
し

て
お
り
、
国
の
助
成
制
度
も
活
用
し
な

が
ら
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
参

入
に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

問　

26
年
４
月
か
ら
国
は
障
が
い
程
度

の
異
な
る
ケ
ア
ホ
ー
ム
を
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
一
元
化
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
り

報
酬
単
価
に
差
が
生
じ
宿
直
加
算
は
大

幅
に
削
減
さ
れ
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

職
員
の
勤
務
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
国

に
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

障
が
い
の
あ
る
方
の
住
ま
い
を
確

保
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
安
定
的
な

事
業
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
報
酬
の
さ
ら
な
る
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

26
年
８
月
に
大
阪
府
市
長
会
を
通
じ
て

国
に
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
、
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

日高　哲生
（門真市民クラブ）

井上まり子
（日本共産党）

～平成27年第１回定例会の開催予定～

2 月27日（金）　午前10時　　本会議

3月 9日（月）　午前10時　　本会議（代表質問）

3月10日（火）　午前10時　　本会議（代表・一般質問）

3月12日（木）　午前10時　　総務建設常任委員会

3月16日（月）　午前10時　　民生常任委員会

3月19日（木）　午前10時　　文教常任委員会

3月24日（火）　午前10時　　本会議

※日程は、都合により変更となる場合があります。
※会議は誰でも無料で傍聴できます。

〇本会議の傍聴
　・受　　付： 開催予定時刻の30分前から、市役所本

館１階の議場前で行っています。
　・定　　員： 一般席32人・車椅子使用者席３人
　　　　　　　（先着順）
〇委員会の傍聴
　・受　　付： 開催予定時刻の30分前から、市役所本

館４階の議会事務局で行っています。
　・定　　員：10人（先着順）
※ 定例会最終日終了後、議場前にて議案書の無償提供
（先着10部、１人１部）を行っていますので、ご希
望の方は受付担当者まで、お申し出ください。

市議会の市議会の　　　　　にお越しくださいにお越しください傍傍 聴聴
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援
事
業
が
あ
り
、
今
後
、
事
業
の
周
知

等
や
事
業
所
の
確
保
に
努
め
る
。

継
続
か
つ
大
胆
な
行
財
政
改
革 

に
つ
い
て

問　

27
年
は
園
部
市
政
が
誕
生
し
10
年

目
で
あ
り
、
節
目
節
目
に
は
踏
み
込
ん

だ
行
財
政
改
革
を
断
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
方
は
。

答　

今
後
の
重
点
課
題
と
し
て
、
人
口

減
少
、
成
熟
社
会
の
中
で
、
公
共
施
設

等
の
利
用
需
要
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
早
急
に
公
共
施
設
等
の
全

体
を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
を
持
っ

て
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
・
複

合
化
等
を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

を
軽
減
・
平
準
化
さ
せ
る
た
め
、
公
共

施
設
の
最
適
な
配
置
を
目
指
し
、
27
年

度
よ
り
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

策
定
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

障
害
の
あ
る
方
や 

そ
の
親
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　

18
歳
を
超
え
た
障
が
い
の
あ
る
方

や
、
そ
の
親
へ
の
支
援
は
。

答　

本
人
へ
の
支
援
は
、
障
害
者
総
合

支
援
法
に
基
づ
く
障
が
い
支
援
区
分
の

判
定
を
経
た
後
、
本
人
に
必
要
な
居
宅

介
護
な
ど
の
介
護
給
付
の
利
用
や
就
労

支
援
等
の
訓
練
が
受
け
ら
れ
る
訓
練
等

給
付
等
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
が
、
家

族
の
負
担
が
大
き
く
、
支
援
が
課
題
と

考
え
て
い
る
。
親
へ
の
支
援
は
、
親
等

の
介
護
者
が
介
護
で
き
な
い
場
合
等
に
、

本
人
の
預
か
り
等
を
行
う
日
中
一
時
支

土山　重樹
（自由民主党）

公
共
交
通
施
策
に
つ
い
て

問　

交
通
政
策
基
本
法
が
25
年
11
月
に

成
立
し
た
が
、
同
法
に
対
す
る
市
の
見

解
は
。

答　

地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
交
通
の

基
本
施
策
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
大
変

有
意
義
と
考
え
て
お
り
、
本
市
の
よ
う

な
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
の
場
合
、
そ
の
市

域
特
性
を
生
か
し
、
市
民
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
自
転
車
を
中
心
と
し
た
交

通
施
策
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問　

さ
ま
ざ
ま
な
交
通
施
策
を
展
開
し

て
い
る
が
、
そ
の
評
価
と
今
後
の
展
開

は
。

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
補
助
事

業
は
公
共
交
通
不
便
地
域
の
解
消
を
目

的
に
、
採
算
が
難
し
い
ル
ー
ト
で
の
運

行
を
行
っ
て
お
り
、
当
該
地
域
住
民
に

と
っ
て
は
、
唯
一
の
公
共
交
通
機
関
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
一
層

の
活
性
化
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
設
置
は
自
転
車
利
用

促
進
の
側
面
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
古

川
橋
駅
、
大
和
田
駅
に
加
え
、
27
年
３

月
ま
で
に
門
真
南
駅
に
設
置
予
定
で
あ

る
。

（
仮
称
）女
性
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

の
設
置
に
つ
い
て

問　

25
年
第
４
回
定
例
会
で
も
質
問
を

し
た
が
、
同
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
を

含
め
た
進
捗
状
況
は
。

答　

27
年
10
月
の
開
設
を
目
指
し
て
お

り
、
設
置
場
所
は
公
共
交
通
機
関
等
の

利
便
性
が
高
い
場
所
を
念
頭
に
、
京
阪

古
川
橋
駅
周
辺
の
民
間
施
設
の
活
用
を

検
討
し
て
い
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度 

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

27
年
４
月
の
同
制
度
本
格
施
行
に

向
け
、
（
仮
称
）
門
真
市
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
は
。

答　

同
計
画
は
27
年
１
月
に
開
催
予
定

の
門
真
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
の

議
論
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

経
て
、
３
月
末
に
策
定
予
定
で
あ
る
。

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
の 

推
進
に
つ
い
て

問　

26
年
７
月
に
国
は
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
拡
充
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
放
課

後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
が
、

今
後
の
同
ク
ラ
ブ
拡
充
の
考
え
は
。

答　

保
護
者
が
安
心
し
て
放
課
後
に
児

童
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備

に
向
け
、
利
用
時
間
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
調
査

研
究
を
行
い
、
待
機
児
童
対
策
や
定
員

の
増
員
と
あ
わ
せ
て
、
同
ク
ラ
ブ
の
質

と
量
を
拡
充
し
て
い
く
。

木津　英之
（門真市民クラブ）

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
に
つ
い
て

問　

23
年
第
３
回
定
例
会
や
26
年
第
２

回
定
例
会
で
胃
が
ん
に
つ
い
て
質
問
を

し
た
が
、
胃
が
ん
は
年
間
約
３
０
０
０

億
円
の
診
療
費
が
か
か
る
と
言
わ
れ
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
予
防
医
療
を

行
う
こ
と
で
、
医
療
費
の
軽
減
は
も
と

よ
り
、
本
人
の
身
体
的
・
精
神
的
・
経

済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。

　

本
市
で
も
、
胃
が
ん
の
因
子
に
な
り

う
る
ピ
ロ
リ
菌
保
菌
の
有
無
や
、
胃
が

ん
の
リ
ス
ク
度
が
わ
か
る
胃
が
ん
リ
ス

ク
検
診
の
導
入
と
公
費
助
成
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　

胃
が
ん
と
ピ
ロ
リ
菌
の
関
連
に
つ

い
て
は
、
胃
が
ん
の
最
大
の
発
生
要
因

が
ピ
ロ
リ
菌
の
持
続
感
染
で
あ
る
こ
と

や
、
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
診
断
と
血
清
ペ

プ
シ
ノ
ゲ
ン
を
指
標
に
し
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
分

類
が
、
胃
が
ん
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
集
約

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
。
一
方
、
最
も
低
リ
ス
ク
と
診
断

さ
れ
る
Ａ
群
の
中
に
胃
が
ん
を
発
症
す

る
偽
Ａ
群
が
無
視
で
き
な
い
割
合
で
混

在
す
る
こ
と
等
が
問
題
点
と
し
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
26
年
11
月
に
厚
生
労
働

省
が
開
催
し
た
検
討
会
で
は
、
胃
部
エ

ッ
ク
ス
線
検
査
に
加
え
て
ピ
ロ
リ
菌
検

査
等
の
位
置
づ
け
な
ど
も
検
討
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
科
学
的
根
拠
を
含
め
た

議
論
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
リ
ス
ク
検

査
を
含
め
た
胃
が
ん
検
診
の
あ
り
方
や

実
施
方
法
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

本 館 配 置 図

本会議 傍聴受付場所

委員会 傍聴受付場所

春田　清子
（公明党）

内海　武寿
（公明党）
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４
９
９
８
円
か
ら
７
０
０
０
円
超
と 

１
・
４
倍
に
も
な
る
と
試
算
さ
れ
て 

い
る
介
護
保
険
料
の
軽
減
策
は

問　

厚
労
省
に
提
出
し
た
「
第
６
期
給

付
見
込
み
と
保
険
料
推
計
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
」
で
は
、
現
在
の
基
準
額
の
月
額
４

９
９
８
円
の
保
険
料
が
、
７
０
０
０
円
超

と
１
・
４
倍
に
な
る
と
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
委
員
会
で
説
明
さ
れ
た
が
、

い
く
ら
に
な
る
と
推
計
さ
れ
た
の
か
。
こ

の
保
険
料
を
こ
の
ま
ま
負
担
を
求
め
て

い
く
の
か
。
負
担
金
の
増
額
を
含
め
本

市
と
し
て
軽
減
策
を
提
案
し
、
実
施
を

求
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

同
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
入
力
し
た
結

果
は
、
７
０
３
２
円
と
な
っ
た
。
保
険

料
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
給
付
費

の
伸
び
な
ど
か
ら
避
け
ら
れ
な
い
状
況
。

軽
減
策
に
つ
い
て
は
、
構
成
市
の
負
担

金
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
非
常
に
困
難

と
考
え
る
が
、
制
度
改
正
や
低
所
得
者

対
策
な
ど
、
引
き
続
き
国
・
府
に
対
し
、

広
域
連
合
と
と
も
に
要
望
し
て
い
く
。

問　

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会

の
議
論
で
は
、
「
３
市
の
調
整
ば
か
り

で
目
の
前
の
問
題
さ
え
解
決
で
き
な
い
」

と
の
厳
し
い
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
広
域

連
合
が
「
機
能
不
全
」
に
陥
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
あ
り
方
を
検
証
し
本

市
が
保
険
者
と
し
て
事
業
運
営
す
る
こ

と
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

「
機
能
不
全
」
と
は
認
識
し
て
お

ら
ず
、
本
市
が
保
険
者
と
な
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
で 

待
機
児
童
は
解
消
で
き
る
の
か

問　

同
制
度
は
、
公
的
保
育
制
度
を
崩

し
、
営
利
企
業
の
参
入
の
拡
大
な
ど
、

保
育
に
対
す
る
国
や
自
治
体
の
責
任
を

後
退
さ
せ
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域

型
保
育
の
う
ち
小
規
模
保
育
事
業
で
は
、

保
育
資
格
者
が
半
分
の
Ｂ
型
、
ゼ
ロ
の

Ｃ
型
な
ど
の
施
設
が
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
性
に
問
題
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

幼
稚
園
か
ら
移
行
す
る
認
定
こ
ど
も
園

で
は
、
３
歳
未
満
の
利
用
は
設
定
不
要

で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
の
あ
る
同
制

度
で
、
本
市
の
待
機
児
童
（
26
年
12
月

１
日
現
在
１
４
９
名
、
う
ち
89
％
が
３

歳
未
満
）
は
解
消
で
き
る
の
か
。

答　

今
後
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、

地
域
型
保
育
事
業
に
お
い
て
定
員
拡
充

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
域
型
保

育
事
業
は
、
特
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る

３
号
認
定
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
て
お

り
、
待
機
児
童
の
解
消
に
有
効
な
事
業

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
類

型
の
施
設
に
お
い
て
も
、
認
可
基
準
等

の
適
切
な
運
用
を
行
い
、
保
育
の
質
や

安
全
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

（
仮
称
）
子
ど
も
・
子
育
て
支
援 

事
業
計
画
案
に
つ
い
て

問　

同
事
業
計
画
案
で
は
、
３
年
後
に

新
規
施
設
開
設
も
含
め
て
見
直
す
と
し

て
い
る
が
、
そ
れ
で
間
に
合
う
の
か
。

答　

計
画
の
進
行
管
理
を
通
じ
て
、
量

の
確
保
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

「
戸
田
議
員
へ
の
回
答
永
久
拒
否
」 

宣
言
の
共
産
党
４
議
員
に
つ
い
て

問　

市
の
公
職
者
が
公
的
言
動
に
関
し

て
、
特
定
の
市
議
を
名
指
し
て
「
あ
な

た
か
ら
の
公
開
的
質
問
に
対
し
て
は
、

ど
ん
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
今

後
絶
対
に
回
答
し
な
い
」
と
公
言
し
実

行
す
る
事
は
、
公
職
者
の
説
明
責
任
に

照
ら
し
て
許
さ
れ
な
い
事
で
は
な
い
か
。

答　

本
市
で
は
公
職
者
の
説
明
責
任
を

果
た
す
立
場
か
ら
、
議
員
に
対
し
積
極

的
な
情
報
提
供
と
質
問
に
対
す
る
回
答

を
行
っ
て
い
る
。

問　

こ
の
問
題
で
共
産
党
議
員
団
は
７

月
の
門
真
民
報
で
ど
う
書
い
て
い
る
か
。

答　

「
戸
田
議
員
か
ら
の
公
開
質
問
に

対
し
て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
内
容
で

あ
っ
て
も
回
答
す
る
こ
と
は
無
い
こ
と

を
付
言
す
る
」
と
記
載
し
て
い
る
。

問　

共
産
党
の
福
田
英
彦
議
員
、
亀
井

淳
議
員
、
井
上
ま
り
子
議
員
、
豊
北
裕

子
議
員
以
外
に
「
特
定
議
員
か
ら
の
公

開
質
問
へ
の
永
久
的
回
答
拒
否
」
を
公

言
し
た
議
員
や
公
職
者
は
い
る
か
？

答　

そ
の
よ
う
な
事
例
は
、
共
産
党
４

議
員
以
外
に
は
聞
い
て
い
な
い
。

問　

議
員
の
不
祥
事
が
自
治
体
総
体
へ

の
市
民
の
不
信
を
強
め
て
い
る
昨
今
の

状
況
に
鑑
み
、
市
と
し
て
も
、
こ
の
よ

う
な
共
産
党
４
議
員
の
対
応
に
つ
い
て

は
終
了
を
望
む
も
の
で
は
な
い
か
？

答　

議
会
で
の
健
全
で
建
設

的
な
議
論
が
市
民
か
ら
の
信

頼
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。

27
年
４
月
開
始
予
定
の
子
ど
も
・ 

子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て

問　

新
制
度
の
利
用
者
負
担
の
額
は
、

ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　

財
政
状
況
や
国
の
考
え
方
も
踏
ま

え
、
施
設
・
事
業
の
種
別
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
一
の
料
金
表
を
適
用
し
、
バ
ラ

ン
ス
に
配
慮
し
て
検
討
し
た
。

　

な
お
、
26
年
度
の
保
育
所
在
園
児
童

及
び
27
年
度
ま
で
に
市
立
幼
稚
園
に
入

園
す
る
児
童
を
対
象
に
卒
園
す
る
ま
で

の
間
、
現
行
制
度
に
よ
る
負
担
額
と
新

た
に
設
定
す
る
利
用
者
負
担
額
を
比
較

し
て
低
い
ほ
う
の
額
を
適
用
す
る
経
過

措
置
を
設
け
、
激
変
緩
和
を
図
り
た
い
。

問　

現
時
点
で
民
間
の
市
内
の
幼
稚
園

や
保
育
所
な
ど
の
新
制
度
へ
の
移
行
希

望
状
況
は
。

答　

私
立
幼
稚
園
で
は
、
施
行
当
初
で

あ
る
27
年
度
か
ら
の
新
制
度
へ
の
移
行

を
希
望
さ
れ
る
園
は
な
く
、
施
行
後
の

状
況
を
見
て
判
断
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
が
、
一
部
の
園
で
は
28
年
度
以
降

に
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
を
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　

一
方
、
民
間
保
育
所
で
は
、
27
年
度

か
ら
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
を
希
望

さ
れ
て
い
る
園
は
、
現
時
点
で
13
園
中

４
園
あ
る
。
ま
た
、
認

可
外
保
育
施
設
に
つ
い

て
も
、
一
部
の
園
が
地

域
型
保
育
事
業
へ
の
移

行
を
希
望
さ
れ
て
い
る
。

地
域
会
議
に
つ
い
て

問　

校
区
自
治
会
、
さ
ら
に
そ
れ
を
束

ね
る
自
治
連
合
会
が
こ
れ
ま
で
積
み
重

ね
て
き
た
地
域
へ
の
思
い
や
つ
な
が
り

が
、
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
こ
と
な
く

大
切
に
さ
れ
、
発
展
し
、
す
ば
ら
し
い

地
域
組
織
が
で
き
上
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
が
、
各
中
学
校
で
の
地
域
会
議

設
立
に
向
け
て
の
現
状
は
。

答　

第
五
中
学
校
区
で
は
、
地
域
会
議

設
立
総
会
が
27
年
１
月
に
実
施
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
第
三
中
学
校
区
で
は
、

同
会
議
設
立
に
向
け
た
前
向
き
な
検
討

が
始
め
ら
れ
、
そ
の
他
の
校
区
に
つ
い

て
も
同
会
議
の
仕
組
み
等
が
広
ま
っ
て

き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

地
域
会
議
の
設
立
に
当
た
り
、
ど

の
よ
う
な
視
点
を
持
ち
合
わ
せ
、
組
織

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答　

市
民
が
主
体
的
に
活
動
す
る
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
と
考
え
て
お
り
、
地

域
の
課
題
に
み
ず
か
ら
取
り
組
ん
で
も

ら
う
と
い
う
趣
旨
の
説
明
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
組
織
と
し
て
成
熟
し
て
い

く
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
含

め
た
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
具
体
的
な
進
め
方
等
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
人
材
バ
ン
ク
や

市
民
大
学
、
出
前
講
座
な
ど
の
人
・
ま

ち
・
元
気
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
核

と
な
る
人
材
や
新
た
な
市
民
活
動
の
担

い
手
の
拡
大
に
努
め
る
。

前
定
例
会
で
の
一
般
質
問
に
関
し

 

大
倉
議
員
よ
り
発
言

　

26
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
大

倉
基
文
議
員
が
生
活
保
護
制
度
に
関
す

る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の

件
に
対
し
、
12
月
16
日
の
本
会
議
で
本

人
か
ら
左
記
の
と
お
り
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　先に行われました平成26年第３回定例会本
会議において、私は、生活保護制度に関して、
「門真市で生活保護を受給されている人から、
市内のある医療機関で受診をしたら、帰りに
現金をくれたとの内容の情報」が寄せられた
ことから、これが事実ならば大変重大な問題
であるので、このことを正したいとの思いか
ら、この情報を根拠とした一般質問を行いま
したが、閉会後、本件は非常に重大な問題で
あるとして、議会が市に対して事実確認を行っ
た結果、事実認定するには至らなかったとの
報告がありました。
　本来、議会における議員の発言は十分保障
されており、尊重されるべきものであります
が、だからこそ本会議における発言には、一
言一句に責任を持ち、慎重に行わなければな
らないとの認識は持っております。
　しかしながら、私が、事前に質問の根拠と
した情報の事実確認を十分に行わず発言した
ことは、門真市議会の品位とともに、本市の
生活保護行政に対する市民の信頼をも損ない
かねないとのご指摘を受け、誠に申し訳なく
思っているところであります。
　今後につきましては、このことを真摯に受
け止め、公職者である自己の職責を深く認識
し、二度とこのようなことがないよう、議員
活動に邁進していく所存でありますので、よ
ろしくお願い申し上げます。

大倉　基文
（緑風クラブ）

中道　　茂
（自由民主党）

福田　英彦
（日本共産党）

豊北　裕子
（日本共産党）

戸田　久和
（無所属）



議 会 だ よ り（７）　平成27年 2月 1日

■市政に対する一般質問の要旨（通告順）
日高　哲生（門真市民クラブ）

１　府営門真団地及び北島周辺のまちづくりについて

２　大阪モノレールの延伸について

　⑴　大阪モノレールの南伸計画の進捗について

　⑵　門真南駅周辺と中央環状線沿いのまちづくりについて

３　地域会議について

　⑴ 　地域会議の結成の動き及び（仮称）協働センターの建設につい

て

　⑵　市としての支援について

亀井　　淳（日本共産党）

１　今後の小・中学校の大規模改造について

　⑴　今後の大規模改造の計画はどのように考えているかについて

　⑵ 　一度も大規模改造を実施していない小・中学校はどこかについ

て

　⑶ 　開校以来一度も大規模改造を実施していない学校の今後の計画

について

２　砂子水路の桜並木について

　⑴　枯れた桜の植えかえについて

井上まり子（日本共産党）

１　地域で安心して暮らせる障がい者グループホームについて

　⑴　障がい者の現状と整備状況について

　⑵　今後の整備計画について

　⑶　グループホームにケアホームが一元化されたことについて

土山　重樹（自由民主党）

１　福祉行政のサポートについて

　⑴　障がいのある子どもたちの親への支援について

２　行財政改革について

　⑴　継続かつ大胆な行革の推進について

内海　武寿（公明党）

１　健康増進について

　⑴　胃がんリスク検診について

　⑵　本市と保健所や医師会などの連携について

２　産業振興について

　⑴　ものづくり企業立地促進の現状と展望について

　⑵　カドマイスター認定後の影響と効果、選定基準について

　⑶　改正パートタイム労働法の周知と対応について

春田　清子（公明党）

１　子ども・子育て支援新制度について

　⑴　新制度開始に向けての取り組みについて

２　放課後子ども総合プランについて

　⑴　放課後子ども総合プランの推進について

３　男女共同参画社会について

　⑴　男女共同参画社会の推進について

　⑵　（仮称）女性サポートセンターの設置について

木津　英之（門真市民クラブ）

１　公共交通について

２　上下水道局について

大倉　基文（緑風クラブ）

１　地域会議について

　⑴　現状について

　⑵ 　地域コーディネーター、地域担当職員、地域アシスタントにつ

いて

　⑶　組織づくりについて

　⑷　全中学校区への見通しについて

中道　　茂（自由民主党）

１　子ども・子育て支援新制度について

　⑴　保育の必要性の認定について

　⑵　利用者負担について

　⑶　保育園・幼稚園の入所の決定について

　⑷　地域子育て支援事業について

　⑸　民間事業者の意向について

　⑹　教育・保育の質の確保について

福田　英彦（日本共産党）

１　来年度から大改悪の介護保険制度への対応について

　⑴ 　要支援者サービス切り捨て、特養入所の「要介護 3」以上への

限定、 2割負担の導入など、制度改悪に対する認識と対応につい

て

　⑵ 　4998円から7000円超と1.4倍にもなると試算されている介護保険

料の軽減策等について

　⑶ 　第 6期介護保険事業計画と高齢者保健福祉計画との整合をどの

ように図るのか、介護保険事業策定委員会において明らかとなっ

た広域連合の「機能不全」の認識と対応について

豊北　裕子（日本共産党）

１　子ども・子育て支援新制度について

　⑴　新制度で待機児童の解消ができるのかについて

　⑵　（仮称）門真市子ども・子育て支援事業計画について

　⑶　認定こども園について

　⑷　児童福祉法第24条第 1項に基づく保育所の増設について

戸田　久和（無所属）

１ 　公職者の説明責任と「戸田議員への回答永久拒否」を宣言した共

産党４議員について

　⑴ 　市の公職者が「自分に批判的な議員からの質問には絶対に何も

回答しない」と公言実行することが許されるかについて

　⑵ 　共産党 4議員以外に「特定議員からの質問に永久的回答拒否」

を公言している公職者はいるかについて

２　民生委員を苦労させた犬屋敷問題について

　⑴ 　30匹もの犬屋敷で迷惑危険が 8年も続いた事件の経緯と市の対

応の不十分さ、今後の体制整備について

３　市民参画が進む中での諸問題について

　⑴ 　参画市民の高度化、議員との関係、「事実誤認」問題、職員の

苦労などについて

４　違法建築問題の現状について

　⑴ 　川端建設、ジェイウェーブ社、福岩興業の違法建築の撤去策は

進んでいるかについて

５　「新橋住宅対策問題」での「課題出し」の現状について

　⑴ 　 6 月議会答弁で市が実行約束した「課題出し」がろくに進まず

何も公表されずに年末を迎えたことについて
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専決処分 承認第５号
専決処分の承認を求めることについて（平成
26年度門真市一般会計補正予算（第３号）に
ついて）

（
欠　
　

席
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

○ ○ 承認

条 例

議案第64号 門真市保健福祉センター条例の一部改正につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第65号 門真市立保育所条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×可決

議案第66号 門真市廃棄物の減量推進及び適正処理等に関
する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第67号 門真市国民健康保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第68号 門真市立幼稚園条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×可決

議案第73号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部改
正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

その他の
議 案

議案第58号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第59号 清掃施設運転維持管理事業更新工事請負契約
の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×可決

議案第60号 リサイクル施設運転維持管理事業更新工事請
負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×可決

議案第61号 動産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第62号 動産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第63号 門真市立テニスコート及び門真市立青少年運
動広場の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

補正予算

議案第69号 平成26年度門真市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×可決

議案第70号 平成26年度門真市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第71号 平成26年度門真市公共下水道事業特別会計補
正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第72号 平成26年度門真市水道事業会計補正予算（第
２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第74号 平成26年度門真市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第75号 平成26年度門真市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第76号 平成26年度門真市公共下水道事業特別会計補
正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第77号 平成26年度門真市後期高齢者医療事業特別会
計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第78号 平成26年度門真市水道事業会計補正予算（第
３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

決算案件

議案第39号 平成25年度門真市水道事業剰余金の処分につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

認定第１号 平成25年度門真市歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×認定
認定第２号 平成25年度門真市水道事業会計決算認定につ

いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議員提出
議　　案

議 員 提 出
議案第12号

日本共産党門真市議会議員団幹事長の福田英
彦議員に対する問責決議

（
欠
席
）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ××※

２××××× ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※表の見方　『○』は賛成、『×』は反対。会派名は大会派・公党順、議員名は議席順。
※１　議長につき、採決に参加なし。　　※２　自己に関する事項につき、採決に参加なし。

第４回定例会で審議された案件と議決結果

11 ・ ４~５ くすのき広域連合議会管外行政調査
　　　６ 大阪府市議会議長会総会
　　　７ 近畿地方治水大会
　　10~11 文教常任委員会管外行政調査
　　10~11 民生常任委員会管外行政調査
　　　17 東部大阪治水対策促進議会協議会総会
　　　20 河北市議会議長会
　　　21 大阪府市議会議長会議員研修会
　　25~26  治水事業促進全国大会・東部大阪治水対策促進議会協議

 会中央陳情
　　　28 議会運営委員会
12 ・ 　 ５ 本会議（第４回定例会開会）
　　　８ 総務建設常任委員会

議 会 活 動 日 誌 （平成26年11月１日～平成27年１月31日）

　　　９ 民生常任委員会
　　　10 議会運営委員会
　　　11 文教常任委員会
　　　15 議会運営委員会
　　　16 本会議（第４回定例会閉会）
　　　22 くすのき広域連合議会定例会
　　　25 守口市門真市消防組合議会定例会
　　　　　飯盛霊園組合議会定例会
　　　26　仕事納め
１ ・ 　 ５ 仕事始め
　　　22 東部大阪治水対策促進議会協議会管内視察
　　　28 河北市議会議長会議員合同研修会


